






































こういった基盤となる個人の quality を高めるといったテーマも QOL 研究所の基礎的な研究課題になりうるので
はないだろうか。
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これまで QOL 研究所紀要のみならず QOL 研究所そのものを事実上お一人で切り盛りされてきた橋本伸也先生
が本年度をもって本学を退職される。先日、業務引継があったが、あらためて先生にいかにおんぶに抱っこ状態で
あったことかを知ることとなり先生には感謝の言葉しかない。これからはQOL研究所運営委員会として集団指導
体制で進めていくしかなく甚だ心許ないのであるが、本学教員のみならず関係者のご協力により研究を益々進展さ
せていくことが橋本先生を引き継ぐものの責務だと思っている。橋本伸也先生ありがとうございました。
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